
血液を用いた遺伝子パネル検査（FoundationOneリキッド）が開始されました
遺伝子パネル検査は、がんに関連する数百の遺伝子の異常を評価し、遺伝子異常に応じた治療が行えな

い か に つ い て 調 べ る 検 査 で す。 保 険 診 療 で は、 こ れ ま で 2 種 類 の 検 査（NCCオ ン コ パ ネ ル、
FoundationOne）が承認されていましたが、いずれの検査もがん組織が必要なため、十分ながん組織がな
い患者さんでは検査ができない問題がありました。

近年、がん細胞から血液中に漏れ出る遺伝子（血中循環DNA：ctDNAと呼びます）を調べる技術が開
発され、遺伝子パネル検査にも応用されるようになりました（図 1 ）。当院では、これまでGurdant360と
呼ばれるctDNA検査法を自費診療として行ってきましたが、 8 月よりFoundationOne Liquid CDx がんゲ
ノムプロファイル検査（以下FoundationOneリキッド）が保険適用されました。これにより、これまで十
分ながん組織がないため遺伝子パネル検査が行えなかった患者さんにも検査を行えるようになります。が

ん組織を使った検査と血液中
のctDNAを調べる検査の有用
性は同程度とされていますが、
現時点では血液を使った遺伝
子パネル検査は、十分ながん
組織のない方が対象です。

また、保険診療では、組織
検査、FoudnationOneリキッド
のいずれも、標準的な治療が
効きにくくなった患者さんを
対象としています。遺伝子の
異常を早めに把握することで、
治験などの新たな治療を提供
できる可能性が高くなること
から、当センターでは、先進
医療や自費診療で行う遺伝子
パネル検査も提供しています

（図 2 ）。詳しくお知りになり
たい方は、気軽にお問い合わ
せください。

 がんゲノム医療センター　衣斐寛倫
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「愛知県がん診療連携協議会」を開催しました

　愛知県がんセンターは、愛知県で唯一の都道府県がん診療連携拠点病院として、県内で中心的役割を果たし、
専門的ながん医療を提供するとともに、県内のがん診療の連携協力体制の整備やがんに関する相談支援情報の
提供を担っており、国の主催する「第14回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会」に出席しました。
　それに伴い、名古屋大学医学部附属病院始め愛知県内のがん診療連携拠点病院等である27病院で構成した「愛
知県がん診療連携協議会」を、2021年 8 月10日（火）に、当センターを議長としてWeb会議で開催しました。
　会議では、「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議
会」の結果報告や、協議会傘下の 6 つの部会の活動報告、

「院内がん登録でみる愛知県のがん診療（施設別集計）」
についての報告を行い、情報交換を行いました。
　また、愛知県からのがん診療連携拠点病院に関する目
標達成状況報告や名古屋市から妊よう性温存治療費助成
制度変更の連絡もあり、有意義な会となりました。

� 緩和ケアセンター

がんサロンでは、患者さんが治療や生活の中で困ることについて医療者と考える「サロンdeセミナー」と、患

者さんやご家族が悩みや体験を語り合う「交流会」を、毎月 1回ずつ（第 1、第 3火曜日）開催しています。

交流会とは、患者さん同士が語り合う中で、共感したりお互いの生きる力を引き出していく場です。「こんな気

持ちになるのは自分だけ？」「他の患者さんはどうしているの？」など、同じ立場だからこそ分かり合えることが

あります。参加された方は「話せて気持ちが楽になった」「みんな同じだと思えた」と、笑顔になられます。その

ような場所を提供することは、患者さんやご家族への大切なサポートだと感じています。

昨年は新型コロナウィルスの流行により交流会を休止していましたが、今年度からWeb開催で再開しました。

当院に通院中の外来患者さん、ご家族を対象とし、参加者からは「交流する場があるだけで安心する」という声

をいただいております。11月には特別企画で「育児中のがん患者さんの交流会」を予定しています。子どもへの

サポートが十分でない状況の中、まずは子どもを持つ患者さんやご家族が交流できる場を提供したいと考え企画

しました。興味のある方はホームページや院内掲示物をぜひ覗いて下さい。今後も安全・安心で、参加してよかっ

たと思える交流会を開催していきたいと考えています。
� がん性疼痛看護認定看護師　佐藤　好

当院のがんサロンについて当院のがんサロンについて

※患者さんには撮影に同意いただいております。

「サロン de セミナー」のようす 「交流会」のようす





私たちの体の細胞は、様々な伝達物質が詰まった「エクソソーム」と呼ばれる小さなカプセ

ルのようなものを放出し、他の細胞と情報のやり取りを行なっています。エクソソームを受け

取った細胞は、それに含まれる伝達物質に応じて、その振る舞いを調整しています。がん細胞

が放出するエクソソームは、その数も多く、さらに中身の物質も変化していることがわかって

きました。つまり、がん細胞はエクソソームを使って、自身が生き延びやすい環境を作ってい

るのです（図 1）。し

かし、がん細胞がど

のようにエクソソームを変化させている

のかはほとんど知られていません。私た

ちは、がん細胞で活性化しているSrcと

いう分子が、エクソソームに取り込まれ

るとともに、その形成を促進しているこ

とを見つけました（図 2）。また、それ

をヒントに、エクソソームを可視化する

方法を開発しました。最近では、その手

法を応用し、エクソソームの生産を抑制

する阻害剤を見出しています。興味深い

ことに、エクソソームが放出できないが

ん細胞は、増殖も抑えられることがわか

りました。このメカニズムを明らかにす

ることで、新たながん治療・予防の開発

につなげたいと考えています。

キャンサーバイオバンク愛知（CBBA）は2017年に設立さ

れました。以後、多くの患者さんよりご提供いただいた血液

（生体試料）と、治療や検査の記録（診療情報）を、厳重に

保管・管理しています。これらを用いたがんの予防・診断・

治療にわたる多くの研究開発の成果は、未来のより良い医療

につながることが期待されます。本年度中にCBBAの生体試

料と診療情報を利用した研究が、愛知県がんセンター内で開

始される予定です。

研究所 バイオバンク部門　スタッフの紹介

腫瘍制御学分野長

小根山　千歳

写真：前列左より2番目中田舞（技師）、3番目松尾恵太郎（部門長）、他スタッフ一同

エクソソーム制御によるがん治療を目指して
研究所　腫瘍制御学分野

図2 Srcがエクソソームの産生場所に集まっている様子

図1 エクソソームとがん進展

エクソソーム制御によるがん治療を目指して



一般にがんの約 1割が遺伝と関連しているとされていますが、卵巣がん（卵管がん、腹膜が

んを含む）では約15%が遺伝性と考えられています。遺伝性卵巣がんには様々な種類がありま

すが、代表的なものとして「遺伝性乳がん卵巣がん症候群（HBOC）」が挙げられます。HBOC

の患者さんは、早い場合は30代で卵巣がんを発症するため、治療負担のみならず、その後の社

会生活に大きな影響を及ぼします。乳がんを発症した患者さんが、卵巣がんを発症する前に予

防的に卵巣（卵管）を摘出する「リスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO）」が2020年 4 月に保険適

用となりました。当院は乳がん症例数が多く、現在までに保険診療下に36件を実施しておりま

すが（原則腹腔鏡下）、これは全国有数の症例数です。乳腺科や形成外科手術との合同での保険診療下でのRRSO

の症例経験やノウハウも蓄積されてきています。自費診療（乳がん未発症者のHBOCの患者さんが対象）における

RRSOについても対応しています。

また、子宮体がんのうち約 5 %がリンチ症候群と

いう遺伝性疾患であることが判明しているため、当

科では昨年より子宮体がんの患者さんに対して、手

術時（もしくは初回治療時）にリンチ症候群につい

てのユニバーサルスクリーニング（リンチ症候群の

疑いがある患者さんを拾い上げる検査）を開始しま

した。

従来より行っている最先端のがん治療はもとより、

院内遺伝部門（リスク評価センター、遺伝子病理診

断部）と連携し、遺伝性腫瘍への対応を充実させて

います。

呼吸器内科部では肺がん、胸膜中皮腫、縦隔腫

瘍など胸部悪性腫瘍の診断と内科的治療を担当し

ています。胸部CTによる肺がん早期診断から呼吸

器外科部、放射線治療部と連携した集学的治療、

進行がんではがんゲノム医療とがん免疫チェック

ポイント療法に力を入れています。標準治療だけ

でなく治験、臨床試験も提案します。専門性の高

い最適な医療を提供するために多職種の医療ス

タッフと協力して診療にあたっています。

呼吸器内科部　スタッフの紹介

写真：後列左から、重松文恵（レジデント）、山口哲平（医長）、渡辺尚宏（医長）、清水淳市（医長）
　　　前列左から、堀尾芳嗣（医長兼外来部長）、藤原　豊（部長）、大矢由子（医長）

婦人科部　医長

坪内　寛文

婦人科がんと遺伝性腫瘍
病院　婦人科部

婦人科がんと遺伝性腫瘍



近年のがん治療の進歩は目覚ましく、腫瘍細胞がもつ遺伝子やタンパク質などの分子異常に

対する治療薬が数多く登場しました。これに伴い個々の腫瘍に対し分子検査を行い、検出され

た分子異常に応じた治療が選択される個別化医療の時代が到来しています。当院ではこの個別

化医療を多くの患者さんに届けられるよう数々の取り組みを行っており、今日はその一つであ

る、生検検査の際に行われる迅速細胞診検査（Rapid�onsite�cytology�evaluation:�ROSE）につい

て紹介します。

生検検査でとれる組織は小さく、さらにその中に含まれる腫瘍細胞はわずかで、しばしば腫

瘍細胞の少なさが分子検査の支障となり、場合によっては再度の生検検査の必要が生じます。ローズ法はこの問

題を解決するために生み出された手法で、主治医が病変のどの部位を生検すれば腫瘍細胞が多く取れるかを、�

検査中に知らせるものです。取れた組織をプレパラートに擦過し、迅速染色法で染色し、顕微鏡で観察します。

細胞検査士や病理医が、腫瘍細胞が取れているかどうか評価し主治医に報告します。主治医はそこから更に組織

を採取します。ローズ法を併用した生

検検査からは、病理診断、腫瘍遺伝子

検査、がんゲノム医療で行う遺伝子パ

ネル検査まで実施可能です。

ROSEは英語でバラの意味です。検査

の後にお疲れ様でしたと、バラの花を

お贈りできればよいのですが、このロー

ズ法で生検検査を一回で終わらせて患

者さんの不安を軽減できれば、私たち

としてもとても幸いに思います。

外来部は、皮膚科常勤医の森先生と代務医師横田先

生の診療以外に代務の糖尿病内科平野先生、腎臓内科

立枩先生、眼科の立川先生の診療管理と、各科外来診

療の調整を行っています。当院の外来診療コンピテン

スは、がん専門病院のパフォーマンス以外に、かかり

つけ医、地域の病院、在宅医・介護サービスと当院の

地域医療連携・相談支援センターなどの協力とがん遺

伝子パネル検査窓口のがんゲノム外来や遺伝性腫瘍に

対する遺伝カウンセリング外来で成り立ちます。

写真：左から、立
たてまつ

枩良
よしたか

崇 （腎臓内科）、平野美穂 （糖尿病内科）、堀尾芳嗣 （部長）、森真弓実 （皮膚科）

生検検査で確実に腫瘍細胞をとるために　―迅速細胞診検査（ローズ法）―

外来部　スタッフの紹介

病院　遺伝子病理診断部

生検検査で確実に腫瘍細胞をとるために　―迅速細胞診検査（ローズ法）―

遺伝子病理診断部長

細田　和貴

EUS/EBUS-FNAやCTガイド下生検でのローズに携わる細胞検査技師、病理医師ら
写真：前列左から2番目　細田和貴(部長)



公開講座をオンデマンド配信で行っています
　昨年度、新型コロナウイルス感染症対策により、開催を中止しました公開講
座は、今年度オンデマンド配信として実施しており、すでに第 3 回まで配信を
終了しています。
　オンデマンド配信となり、近隣の方だけでなく、遠方の方や都合が合わず来
られなかった方など、幅広い方々にご視聴いただいております。
　次回の第 4 回は11月 5 日（金）14時から配信いたしますが、10月22日（金）
から事前申し込みを受け付けますので、たくさんの方々の申し込みをお待ちし
ております。
　申し込み及び詳細は、愛知県がんセンターのホームページをご覧ください。
　https://www.pref.aichi.jp/cancer-center/cc/03kouza

第３回の配信内容

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ホ ー ム ペ ー ジ

対 応 時 間

受 付 時 間

休 診 日

診 療 科

外来診療担当一覧
休 診 情 報

愛知県がんセンター 〒464-8681 名古屋市千種区鹿子殿 1 番 1 号 編集：運用部 経営戦略課 企画・経営グループ

ホームページ　https://www.pref.aichi.jp/cancer-center/
「がんセンター NEWS」に関するご意見・ご感想は　 （kohonews＠aichi-cc.jp) または FAX(052)764-2963 にてお寄せください。

なお、個別の返答は致しかねますのであらかじめご了承ください。

消化器内科、呼吸器内科、循環器科、血液･細胞療法科、薬物療法科、頭頸部外科、形成外科、
呼吸器外科、乳腺科、消化器外科、整形外科 ( サルコーマ外来 )、脳神経外科、泌尿器科、婦人科、
皮膚科、眼科、 放射線診断･IVR 科、放射線治療科、精神腫瘍科、緩和ケア科（ペインクリニック）、
リンパ浮腫外来、リスク評価センター、がんゲノム外来

午前８時３０分 ～ 午前１１時３０分（自動再来受付機による受付は午前８時からできます。）

０５２－７６４－９８９２（直通）

月曜日 ～ 金曜日 午前９時００分 ～ 午後７時００分
土曜日 午前９時００分 ～ 午後１時００分（祝日、年末年始を除く）

０５２－７６４－９８９７（２４時間稼働しております。）

土・日・祝日、年末年始

病院トップページ右手にある「医療連携」のバナーをクリックしてください。
利用の手引や様式など、詳細を掲載しております。

https://www.pref.aichi.jp/cancer-center/hosp/

毎月１回、月初めに更新しています。詳しくはホームページをご覧ください。
お電話またはホームページでご確認ください。

※再診予約制：診察券をお持ちの方は、診察予約をしてください。052-764-2911（直通）午前９時～午後５時（土・日・祝・年末年始を除く）
※セカンドオピニオン外来は、全科で対応しています。（完全予約制・自由診療）
※精神腫瘍科、リスク評価センターは、予約のみの対応です。

★公共交通機関のご案内
　　地下鉄利用　名城線「自由ヶ丘駅」２番出口から徒歩７分
　　市バス利用　基幹２系統・星丘１１系統「千種台中学校」下車徒歩３分

★車でのアクセスのご案内
　◎一般道路
　　本山交差点から北へ約７分、平和公園の北西
　◎高速道路
　　東名高速道路「名古屋ＩＣ」から西へ約１５分
　　名古屋高速「四谷出口」から北へ約１０分

※詳しくはホームページをご参照ください。


